


１．概 要

テ ー マ：「沖縄で、木の良さと木を使う意義を、

どのようにひろめていくか

～エリアを超えてつながる木育を目指して～」

目 的：次世代を担う沖縄の子どもたちのための木育活動

日 時： 年 月 日（土）

会 場：沖縄女子短期大学

参 加 者： 名

２．プログラム

主催の挨拶：沖縄県農林水産部森林管理課長

開催の挨拶：沖縄女子短期大学学長

コンテンツ：①円卓会議 ②サブセッション

閉会の挨拶：沖縄女子短期大学学長

３．内 容

①円卓会議では、沖縄やんばるの森は「伐って、使って、植

えて、育てる」森林資源の循環利用のサイクルを確立すること

が必要と示された。また、県産材玩具、 は高額さが一般消費

の障壁との課題が示され、利用方法や流通の仕組み作りを考え

ることが大切と結論付けられた。

林野庁職員、保育園長、小児科医、木工職員、地域社会づくり実践者等の登壇者

様々なパネリストが木育活動を発表する様子

サブセッションの様子 会場全体の様子

木育円卓会議の開催

②サブセッションでは、パネリストと参加者にて４～５名の

グループに分かれ、各々が考える課題の共有を行った。県民の

森林に触れる体験の少なさの指摘が多く、市町村の森林環境譲

与税を活用することなど提案された。










